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特異的原子配列が創るエキゾチッククラスターの開拓 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究では、クラスターの原子配列に焦点を当てた独自の理論に基づき、物理的形状や数学

的因子に由来して特別な性質を発現する「エキゾチッククラスター」の実験実証や理論拡張を目指

す。 

本年度では、クラスターの精密合成に利用している独自の手法「アトムハイブリッド法」の拡張を

行った。この手法は、デンドリマーと呼ばれる高分子カプセル中に金属原子を集積させた「多核金

属錯体」を鋳型として用いることでクラスターの合成を行うものである。しかしながら、特に二種類以

上の金属元素を用いる場合においては、カプセル分子の構造上の理由から、各金属元素の構成

原子数の比率を自在に制御したクラスターの合成はこれまで困難となっていた。この課題の解決を

目指し、Lewis酸性がそれぞれ異なる 4種類を超える複数種類の金属塩を用いる手法に新たに着

目し、カプセル分子内部の Lewis 塩基性ユニットへの錯体形成の優先度を制御することで、多様

な組成を持つ二元素多核錯体の構築を検討した。最終的に、白金・スズの金属塩をモデル化合物

として検討を行った結果、白金：スズの比率を最大で 15パターンに変調可能な二元素多核錯体の

合成を新たに達成し、合金クラスターのさらなる精密合成に向けた手法の開拓に成功した 1)。 
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